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■発表のながれ■■発表のながれ■
0.   Introduction
1. 『知へのステップ』誕生まで

2. 関西国際大学の「学習技術」について2. 関西国際大学の 学習技術」に いて

3. 「学習技術」の教材について
• ワークシート、教授資料の紹介授

4. 「学習技術」の授業と評価について
• 授業の実際―第４回「要約から感想・意見を書く」より―

• 最終課題と評価

• 再履修について

５ まとめ５．まとめ
• 受講生たちの感想

• 学習技術の意義
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学習技術の意義

• まとめにかえて



関西国際大学はこんなところです
Introduction 1

関西国際大学はこんなところです

成 年（ ）年 兵庫• 平成10年（1998）年に兵庫
県三木市に開学しました。

前身は関西女学院短期大• 前身は関西女学院短期大
学です。

教育学部（教育福祉学科• 教育学部（教育福祉学科・
英語教育学科）と人間科学
部（人間心理学科・ビジネ部（人間心理学科 ビジネ
ス行動学科）で構成されて
います。

• 平成21年4月からは、尼崎

キャンパスも開設し、ツイン
キ ンパスとなりました
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キャンパスとなりました。

「学習技術」が話題になっています
Introduction 2

「学習技術」が話題になっています
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Introduction 3

「知へのステップ」採用冊数の推移
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Introduction 4

導入教育と初年次教育導入教育と初年次教育

本• Ｆｉｒst Ｙｅａｒ Ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅの日本語訳。アメリカで
ＦＹＥは、Freshman Seminarより広義に用いられ
るる。

• 導入教育：専門へのイントロダクション。リメディア
ル教育も含む。

• 初年次教育：高校（と他大学）からの円滑な移行を初年次教育：高校（と他大学）からの円滑な移行を
図り、学習および人格的な成長に向けて大学での
学問的・社会的な諸経験を“成功”させるべく、主学問的 社会的な諸経験を 成功 させる く、主
に大学新入生を対象に総合的につくられた教育プ
ログラム（川嶋2006）。
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グラム（川嶋2006）。



■『知へのステップ』誕生までの変遷
『知へのステップ』誕生まで 1

■『知へのステップ』誕生までの変遷
1999年4～5月、11月・・・学習支援センタープログラム
 「講義の攻略法－要点はこうしてつかめ！－」
 「ワープロを使った効率的なレポート作成術」
 「わかりやすい文を書くには 文章作成法 」 「わかりやすい文を書くには－文章作成法－ 」

2000年4月～2001年3月・・・高等教育研究所プロジェクト
 「導入教育のための教材開発研究」

2001年4月～2003年3月・・・科研費プロジェクト2001年4月 2003年3月 科研費プロジェクト
 「大学入学時におけるスタディ・スキルズの教材開発と運用に関

する研究」
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■「学習技術 で学ぶ具体的な

『知へのステップ』誕生まで 2

■「学習技術」で学ぶ具体的な
スタディ・スキルズスタディ・スキルズ

大学生にとっての学習に必要な技術

コンテンツテ

• ノート・テイキング

• リーディングリ ディング

• 情報収集の方法

• レポートの書き方• レポートの書き方

• プレゼンテーション

8



■「学習技術」のために開発した
『知へのステップ』誕生まで 3

■「学習技術」のために開発した
オリジナルテキストオリジナルテキ

92001年 高等教育研究所プロジェクト成果物

■「知へのステップ」の構成
『知へのステップ』誕生まで 4

■「知へのステップ」の構成

第１章 スタディ･スキルズとは

第２章 ノート・テイキング

第３章 リーディングの基本スキル

第４章 より深いリーディングのために

第５章 大学図書館における情報収集第５章 大学図書館における情報収集

第６章 インターネットによる情報収集

第７章 情報の整理第 章 情報の整理

第８章 アカデミック･ライティングの基本スキル

第９章 効果的なアカデミック・ライティングのために

第10章 パソコンによるライティング・スキル

第11章 プレゼンテーションの基本スキル

第12章 わかりやすいプレゼンテ シ ンのために
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第12章 わかりやすいプレゼンテーションのために

2002年 科研費研究成果物



■「学習技術」で学ぶスキル
『知へのステップ』誕生まで 5

■「学習技術」で学ぶスキル

調べる

聴く 読む
整理する

考える

書く

まとめる 表現する

書く

「知 のステ プ 13より
11

伝える

「知へのステップ」p13より

■「学習技術」年間実施状況
関西国際大学の「学習技術」 1

■「学習技術」年間実施状況
導入学期

学
期

春学期
（４～７月）

夏学期
（８月末～９月）

秋学期
（10月～１月）

冬学期
（２月～３月）

対
春入学の

日本人学生

再履修 春入学の
留学生

再履修

他に
象

日本人学生 他に
・キャリアプランニング
・コンピュータリテラシー演習

ク
ラ

人間科学部

８クラス

両学部で

１クラス

両学部に

各１クラス

両学部で

１クラス

ンピ タリテラシ 演習

ラ
ス
数

８クラス

人間学部

１クラス 各１クラス １クラス
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■平成22年度・春学期の実施環境
関西国際大学の「学習技術」 2

■平成22年度・春学期の実施環境

• 半期15回（ガイダンス1回＋授業14回）

• 受講者は約450名受講者は約450名

（２学部・４学科・15クラス・留学生クラスもあり）

科目担当者は14名• 科目担当者は14名

• 学生個人が所有するノートパソコンも活用

• 複数教員で担当するが、統一教材や「教授資料」、補
助教材の活用等によりクラス差は生じない。

• 毎回ワークシートを実践し、提出。翌週には添削して
返却される。
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返却される。

■「学習技術」シラバス
関西国際大学の「学習技術」 3

■「学習技術」シラバス

14※内容は全学部（人間科学部・教育学部）共通



■授業風景（2002年度）
関西国際大学の「学習技術」 4

■授業風景（2002年度）
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■等質なクラス運営のために
「学習技術」の教材について 1

■等質なクラス運営のために

教員 学生

情報処理

教員

教育学部

学生
＜共通シラバス＞

英語
福祉

教育学部
教育福祉学科
英語教育学科

＜教材＞福祉
社会学
心理学

英語教育学科

人間科学部

テキスト
ワークシート

心理学
体育

人間科学部
人間心理学科
ビジネス行動学科

教授資料

多様な専門領域 多様な学部/学科

・・・etc ビジネス行動学科

＜補助教材＞
多様な専門領域 多様な学部/学科



■ワークシートの構成（例：第４回）
「学習技術」の教材について 2

■ワークシートの構成（例：第４回）
ここで扱う能力

ワークシートのテーマ
（「知へのステップ」とは異なる。）

「知へのステップ」
該当ページ

設問
大問：Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ・・・
小問（１）、（２）・・・

学籍番号と氏名欄

評価記入欄
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■教授資料（例：第４章）
「学習技術」の教材について 3

■教授資料（例：第４章）

• ねらい

• 解説

– バックグラウンド

– ワークシートの解説
• 解答例

• 指導上の留意点

• 評価のポイント

• フィードバック

• 参考文献• 参考文献

• 授業展開例
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■ワークシートの活用
「学習技術」の教材について 4

■ワークシートの活用

• 各回の授業は、ワークシートを中心に展開す
るる。

• ワークシートはテストではない。その時間の内
容を表す「あらすじ」であり、スキルを身に付け
るための「しかけ」である。

• ながれ

授業中 授業終了時 翌週授業中
配布→実践

授業終了時
回収

翌週
返却

ファイリング
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■授業の実際
「学習技術」の授業と評価について 1

■授業の実際
（第4章 「より深いリーディングのために」より）

• 使用する教材
テキスト「知へのステップ」（pp 43 53）– テキスト「知へのステップ」（pp.43-53）

– ワークシートNo.4「要約から感想・意見を書く」（１）（２）

授業の展開• 授業の展開
1. 黙読または音読、わからない語句のチェックなど

2. キーワードの抜き出し

3. マーキング

4. 要約

5. 感想・意見を書く
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■最終課題
「学習技術」の授業と評価について 2

■最終課題
• 2,000字程度のレポート。, 字程度 ポ 。

• 10のテーマから１つのテーマを選ぶ。
（例：公共の場所での喫煙は禁止すべきか）

• 「最終課題に向けてのワークシート」で、選択し
たテーマ番号とレポート提出までのスケジュー
ルを確認させる。

• したがって、締め切りの１ヶ月前の授業で、最
終課題の内容を発表する。

• ワープロを使用し（手書きは不可）、書式設定
なども指定する。

• 成績発表後には、アドバイザーを経由して返却

22
する。



■最終課題の評価基準
「学習技術」の授業と評価について 3

■最終課題の評価基準

23※採点結果は、返却するレポートに添付する。

■評価と評価基準
「学習技術」の授業と評価について 4

■評価と評価基準

1. ワークシート ＝40％

2 小課題 10％2. 小課題 ＝10％

3. 最終課題 ＝50％

合計100％ 100点となる• 合計100％＝100点となる。

• シラバスにも明記し、学生に事前に告知する。

• 評価方法と評価基準については全クラスで統
一。
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■再履修クラスの運用について
「学習技術」の授業と評価について 5

■再履修クラスの運用について

ず ば• 必修科目のため、必ず単位をとらなければならな
い。

• 新入生のレギュラークラスには混ぜない。

• レギュラークラスのシラバスをもとに、別シラバスをレギュラ クラスのシラバスをもとに、別シラバスを
作る。

• 夏学期と秋学期集中に開講• 夏学期と秋学期集中に開講。

• 3コマ（２～４限）×５日間

今年度の夏学期は8/27（金） 9/2（木）– 今年度の夏学期は8/27（金）～9/2（木）

• 受講者数は毎期１０～２０名前後。
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• 実際に図書館で文献検索を行う。

■自己分析をする
「学習技術」の授業と評価について 6

■自己分析をする
• 事前調査と事後調査
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■受講生たちの感想
まとめ 1

■受講生たちの感想

• レポートの書き方がわかった• レポ トの書き方がわかった。
→従来はレポートの書き方はもちろんのこと、レポート
がどのようなものであるのかも理解できないまま提出がどのようなものであるのかも理解できないまま提出
していた。

学生 学 組 方がわ• 大学生としての学習への取り組み方がわかっ
た。

自発的 能動的な態度が大切 タ ネジ も→自発的・能動的な態度が大切。タイムマネジメントも
参考になった。

• 大学生としての勉強方法がわかった。
図書館は本を借りるだけのと ろではなく 他大学

27
→図書館は本を借りるだけのところではなく、他大学
の図書館も活用できることがわかった。

■「学習技術」の意義
まとめ 2

■「学習技術」の意義

学生にと学生にとって

• 高等学校と大学との接続高等学校と大学との接続

• 全クラスで等質の教育内容

• 専門科目に入るまでの準備期間

教員にとって教員にとって

• 初年次の学生の実態がわかる

• ＦＤ効果もある
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■まとめにかえて■
まとめ 3

■まとめにかえて■

• 強力な推進力が必要。

• 積み重ねが大切• 積み重ねが大切。

• 様々な人の意見を聞くことが大事。様 な人 意見を聞く 大事。

• 教材が完備されているだけではだめ。担
当する教員が「おも と 授業当する教員が「おもしろい」と思って授業
に取り組むことが最も大事。に取り組むことが最も大事。
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